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基本目標１　ライフステージに応じたスポーツの推進

令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

(1) 児童青少年課 東京都スポーツ文化事業団の指
導者派遣等を利用するなど、各児
童館の施設の特性に合わせた運
動イベントの開催を検討する。

指定管理者 ・健康広場・芝久保運動場の個人
開放の実施。

・向台運動場での月１回の屋外施
設無料開放デーを実施する。

未就学児～小学６年生までの初心
者教室の会員増に向けた工夫を検
討する。(に)

・参加者が安定しないプログラムも
あるため広報を徹底し、今までの
事業を継続しつつ新たな取り組み
も試みる。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

小学生から参加可能な市外で実施
するウォーキング事業の実施（秋、
七福神ウォーキング）
※春はスポーツ推進委員の改選
期のため実施せず

児童青少年課 児童館毎に職員・用具・空間の体
制調整を行い、スポーツを身近な
ものと感じられるようなイベントを企
画検討を行う。（卓球・ボッチャ等）

指定管理者 ・子どもプール教室、アルバルクバ
スケットボール教室、池田体操教
室等の実施。

・市総体等と日程が重なるため、ス
ポーツフェスティバルの開催時期
の再検討を行う。

体育協会 ・スポーツまつり競技種目及びイベ
ントで参加しやすいものを開催前
の早い段階で決める。

・リレーマラソンは小学生以下の参
加者数目標を50名以上とする。

小学生バドミントン大会を継続して
実施する。(に)

・不定期開催のため参加者が集ま
りづらいため、募集の告知を徹底
する。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

ドッジボール交流会の開催
７月５日（土）：３・４年生対象
２月14日（土）：５・６年生対象
会場：西東京市スポーツセンター

第２期西東京市スポーツ推進計画　令和７年度評価及び令和８年度目標調査票

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

子どもがスポーツに親しむ機会の充
実

子どものスポーツ機会の充実を目的
として、各種教室・大会等を企画・開
催します。

②

子どものスポーツ推進 ①
子どもがスポーツに親しむ場の充実

公共施設や公園などに、子どものた
めのスポーツ指導者の派遣やス
ポーツに関連するプログラムの提供
などを体系的に行うことにより、子ど
もがスポーツを楽しめる場を充実し
ます。

具体的な事業
又は取組計画

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ

入力方法
２ 参照

入力方法
３ (1)参照

入力方法
３ (3)参照

入力方法
４ 参照

入力方法
３ (2)ア、イ　参照

入力方法
３ (4)参照

入力方法
５ 参照
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令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

具体的な事業
又は取組計画

児童青少年課 各児童館毎に職員、用具、空間の
体制を調整し、スポーツを身近なも
のと感じられるようなイベントを企
画する。（卓球・ボッチャ等）

指定管理者 モルック体験会、スポーツフェス
ティバルの開催、ニュースポーツ体
験会の開催。
市総体等と日程が被るため、ス
ポーツフェスティバルの開催時期を
検討する。

体育協会 ・スポーツまつり競技種目及びイベ
ントで参加しやすいものを、開催前
の早い段階で決める。

・モルックについては1日当たりの
参加者数を20名以上とする。

モルック、ノルディックウォーキング
の定期的開催及びホームページを
活用した広報の実施を行う。(に)

より内容も充実させて、ココスポで
しか経験出来ないことも積極的に
取り入れて実施する。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

ENJOYニュースポーツの実施種目
を検討しながら、毎月最終日曜日
開催。
３月については交流会を開催す
る。

指定管理者 ・ＦＣ東京との連携事業の実施。

・スポーツフェスティバルでの著名
人の講師依頼をする。

プロ選手との連携を増やすことを
検討する。(に)

・引き続き密に連絡を取り、アス
リートのオフ期間を活用して機会が
あれば実施できるよう繋げていき
たい。

スポーツ振興課 ・早稲田大学野球教室の開催

・早稲田大学競技スポーツセン
ター、早稲田大学硬式野球部・準
硬式野球部、市内軟式野球連盟少
年部、市内リトルシニア野球協会と
の連携を引き続き行う。

指定管理者 指導者講習会の実施（Ⅴリーガー
を招いてのジュニアバレーボール
教室開催予定）

体育協会 ・上部大会への参加者数は平年並
みを目標とする。

・相談窓口はLINE相談を増やし、こ
れまでの実績を上回る相談数を目
指して広報活動を行う。

よりスポーツ関係団体とコミュニ
ケーションを取り連携を密にする
(に)

大会や練習のスケジュールに左右
されるため、日頃から連絡を取って
密に計画を立てる。（コ）

スポーツ振興課 ・FC東京との連携を行う。

・FC東京「西東京の日」の実施によ
る連携の強化を行う。

・サッカー教室の実施を検討する。

③

④
トップアスリートに触れる機会の推進

様々な種目のトップアスリートの経験
談を聞く機会、スポーツ教室等にお
いて実際のパフォーマンスを見る機
会等、トップアスリートと直接触れ合
う機会を提供します。

⑤

子どものスポーツ推進

競技力向上につながるスポーツの機
会の充実、活動の支援

スポーツへの意欲が高く、競技力の
向上を目指す人の活動を支えるた
め、市内及び周辺地域の指導者やク
ラブの情報提供、活動の支援等に取
り組みます。

スポーツに親しむきっかけづくり

だれもが気軽にスポーツを楽しむこ
とができるよう、親しみやすい初心者
向け教室やイベント、ニュースポーツ
イベント等を企画・開催します。

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ
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令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

具体的な事業
又は取組計画

教育指導課 ・西東京市立中学校部活動地域連
携・地域移行検討委員会（最終）
（以下、委員会という。）を開催す
る。

・委員会での検討結果を報告書に
まとめ、今後の方針を策定する。

体育協会 体協加盟団体と行政を含む外部団
体の活用、連携からで指導者派遣
へ結びつける。

・学校部活動へ指導者の派遣を検
討したが、令和６年度実施なし。
(に)

・社会経験のない大学生(院生)の
場合は、技術指導よりも生活指導
の面での検討が必要（コ）

関係機関の協力を得ながら、様々
なケースを想定しながら継続して
実施する。(コ)

スポーツ振興課 課題を踏まえ、引き続き協議体に
参加し、教育委員会をはじめ関係
機関と調整・検討する。
学校部活動の地域連携・地域移行
の方向性を示せるかが課題であ
る。

(2) 健康課 健康づくりの習慣化を目的にある
チャレ、ウォークラリーを３回、市民
まつりにてイベントを実施予定。健
診などの情報についてメッセージ
による呼びかけの実施する。

指定管理者 各施設での教室の実施。（エアロビ
クス、ヨガ、健康体操等）
利用者の声をできる限り反映でき
るよう努める。

体育協会 相談窓口はLINE相談を増やし、こ
れまでの実績を上回る相談数を目
標とする。また利用促進のための
広報活動を行う。

グランドの稼働率を高めるため
ホームページでの紹介、ポスター
活用、一般参加などの方法を検討
しながら、非会員からの使用要望
に対応する。（に）

引き続き現状確保しながら、指導
者の人材確保及び費用面での課
題があるものの継続できるよう取り
組む。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

10月５日（日）会場：南町スポーツ・
文化交流センター「きらっと」で実
施。
東京都国民健康保険団体連合会
へ骨密度計測器の借用を打診した
が、すでに他自治体への貸出が決
定していたため借りれなかった。実
施日程が決まり次第、借用依頼を
する。指定管理者 総合体育館にキッズルームを設置
し、子育て中でも運動が出来る環
境の整備に向けて検証する。託児
付き教室の要望が多いが、保育士
の確保及び費用面で課題がある。

体育協会 ・相談窓口はLINE相談を増やし、こ
れまでの実績を上回る相談数を目
標とする。

・スポーツ教室の継続実施

①成人のスポーツ推進

子どものスポーツ推進

健康づくりにつながるスポーツの推
進

成人向けのスポーツを通した健康増
進を図るため、運動健康教室や運動
健康相談サービス、体力テストなど
の企画・開催を推進します。

働き盛り・子育て世代のスポーツ機
会の充実

スポーツをする時間を確保すること
が難しい、働き盛り・子育て世代のス
ポーツ機会を創出するため、夜間・
休日の各種講座や教室等の充実、
公共スポーツ施設への保育機能を
提供します。
また、子育て世代に向けては、親子・
家族でスポーツを実施する機会を充
実していきます。

②

⑥
学校部活動の地域連携・地域移行
の検討

部活動は、教科学習と異なる集団で
の活動を通した人間形成の機会や
多様な生徒が活躍できる場でありま
すが、教師にとっては長時間勤務の
要因となること、指導経験がない等、
多大な負担となっていることから、国
や東京都は、学校の働き方改革を踏
まえた部活動改革を検討していま
す。そのことを踏まえ、地域の多様な
団体等が学校と連携しながら運営・
実施する地域クラブ活動によって、
生徒の活動機会を確保していくよう、
教育委員会と調整していきます。 総合型地域スポーツク

ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ

3



令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

具体的な事業
又は取組計画

・現在のクラブ運営環境の維持、親
子で楽しめるイベントの検討を行
う。（に）

・グラウンド照明が無いため夜間教
室の提供や、体育館に空調が無い
ため利用者の体調管理などの課
題有。（に）

・テニスサークル抽選方法を改善
する。（に）

・引き続き各種講座や教室を開催
していることを告知する。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

ENJOYニュースポーツを、実施種
目の検討をしながら毎月最終日曜
日開催。
３月については交流会を開催す
る。

指定管理者 モルック体験会、スポーツフェス
ティバル、ニュースポーツ体験会の
開催。
スポーツフェスティバルの開催時期
が市総体と被るための再検討が必
要。

体育協会 スポーツまつり競技種目及びイベ
ントで参加しやすいものを10月13
日までに検討する。

初心者向けの受け皿として、卓球
教室を検討中（に）

・開催場所や回数などには限りが
あるため現状のまま継続していく。
（コ）

・プログラムによっては定員に達し
順番待ちのケースもある一方で、
参加者が増えないプログラムが課
題。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

ENJOYニュースポーツを毎月最終
日曜日開催。
３月については交流会を開催す
る。
実施種目の検討をしながら引き続
き実施する。

指定管理者 ・各子供教室を実施する。（プー
ル、バスケ、体操など）

・講師を人選して指導者講習会を
開催する。

体育協会 ・上部大会への参加者数は平年並
みを目標とする。

・相談窓口はLINE相談の増で前値
度以上の実績を目標とする。

・スポーツ相談窓口の利用促進の
ための広報活動を行う。

ホームページの充実、市報での紹
介などにより認知度を高める。(に)

・ｅスポーツなどの導入も検討す
る。（コ）

・クラブ事業の参加者数は安定して
いるが収益を上げる工夫を検討す
る。（コ）

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

・体育協会、指定管理者等で実施
している各種スポーツ教室等の周
知に力を入れる。

・他課からの要請によるスポーツ推
進委員の派遣に向け、派遣依頼の
時期、人員等可能な範囲で引き続
き実施する。

競技力向上につながるスポーツの機
会の充実、活動の支援【再掲】

スポーツへの意欲が高く、競技力の
向上を目指す人の活動を支えるた
め、市内及び周辺地域の指導者やク
ラブの情報提供、活動の支援等に取
り組みます。

スポーツに親しむきっかけづくり【再
掲】

だれもが気軽にスポーツを楽しむこ
とができるよう、親しみやすい初心者
向け教室やイベント、ニュースポーツ
イベント等を企画・開催します。

成人のスポーツ推進

④

働き盛り・子育て世代のスポーツ機
会の充実

スポーツをする時間を確保すること
が難しい、働き盛り・子育て世代のス
ポーツ機会を創出するため、夜間・
休日の各種講座や教室等の充実、
公共スポーツ施設への保育機能を
提供します。
また、子育て世代に向けては、親子・
家族でスポーツを実施する機会を充
実していきます。

②

③

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ
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令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

具体的な事業
又は取組計画

(3) 高齢者支援課 引き続き適切な補助金業務を効率
的に行い、大会開催を継続できる
ようにする。

指定管理者 モルック体験会、スポーツフェス
ティバル、ニュースポーツ体験会の
開催。
スポーツフェスティバルの開催時期
が市総体と被るための再検討が必
要。

体育協会 ・スポーツまつり競技種目及びイベ
ントで、高齢者が参加しやすい種
目を10月13日までに決める。

・モルックは１日当たりの参加者数
を20名以上とする。

ホームページ、市報による一般へ
の交流会参加者募集を継続し、認
知度を高める。（に）

健康体操・ヨガ・ピラティス等の定
期開催と、散歩・ウォーキング事業
を年に一度限定開催し、定着事業
とする。

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

実施種目の検討をしながら、引き
続きENJOYニュースポーツを毎月
最終日曜日に開催
３月については交流会を開催す
る。

高齢者支援課 引き続きトレーニングマシンを安全
に円滑に運用できるように管理す
る。

指定管理者 ・シルバーウィークの開催
・フレイルセミナーの開催
・健康マージャン開催
・フレイルサポーターの講習会参加
しやすいよう検討する

体育協会 ・モルックは1日当たりの参加者数
を20名以上とする。

・シニア事業の参加人数を令和６
年度以上を目標とし、より多くの方
に参加できるよう計画する。

・ラグビー競技人口を増やすためイ
ベントの実施を検討する。(に)

・ＡＥＤ講習会などを継続実施す
る。(に)

指導者講習会開催の検討をし、既
存のプログラムの継続と新しいプ
ログラムの検討を行う(コ)

スポーツ振興課
（スポーツ推進委員）

体力テスト実施検討（令和７年10月
５日（日）開催予定）
今年度は骨密度計測機械がすで
に決定があり借りれなかった。実施
日程が決まり次第、依頼をする。

高齢者支援課 スポーツ相談窓口事業連絡会に担
当者が出席し、活用方法を理解し
必要な時に連携が図れるようにし
ていく。

スポーツに親しむきっかけづくり【再
掲】

だれもが気軽にスポーツを楽しむこ
とができるよう、親しみやすい初心者
向け教室やイベント、ニュースポーツ
イベント等を企画・開催します。
スポーツへの意欲の高い高齢者の
スポーツの実施機会の拡充のため
に、高齢者クラブの活動支援や、高
齢者がメインのスポーツ大会、シニ
アスポーツを企画・開催します。

高齢者のスポーツ推進

スポーツを通した地域参加の機会の
充実

スポーツを通して、地域での仲間づく
りや生きがいづくりを行うことができ
るよう、地域包括支援センターや地
域サポート「りんく等と連携し、ボラン
ティア等の活躍の場や機会を充実す
るとともに、地域参加の機会を充実
していきます。

③

②

①

スポーツを通した介護予防・フレイル
予防の推進

スポーツを通した介護予防・フレイル
予防を推進するため、セミナーの開
催、運動・体操プログラムの提供、高
齢者向け体力テスト等の機会の充実
やＩＣＴを活用したオンラインによるス
ポーツ対戦や体操等の取組を推進し
ていきます。

総合型地域スポーツク
ラブ

総合型地域スポーツク
ラブ

5



令和７年度 令和８年度担当課目標

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

担当課・団体施策施策の柱

         令和７年度評価

担当課・団体の評価とコメント

評価の着眼点
担当課評価コメント

取組実績 次年度への課題具体的な取組内容
評価

具体的な事業
又は取組計画

スポーツ振興課 多世代の市民が参加することがで
きスポーツを通して交流を図れるよ
う、引き続きイベント内容を検討し
て実施する。
市民スポーツまつりの開催。
（令和７年10月13日（月・祝）開催
予定）

高齢者のスポーツ推進

スポーツを通した地域参加の機会の
充実

スポーツを通して、地域での仲間づく
りや生きがいづくりを行うことができ
るよう、地域包括支援センターや地
域サポート「りんく等と連携し、ボラン
ティア等の活躍の場や機会を充実す
るとともに、地域参加の機会を充実
していきます。

③
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